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動車損害賠償保障制度を考える会（座長＝日
本大学危機管理学部・福田弥夫学部長、以下

「考える会」）は11月22日に斉藤鉄夫国土交通大臣、
11月25日に鈴木俊一財務大臣、額賀福志郎自動車議
連会長など政府・与野党を訪ね、被害者救済対策の
重要性を訴えるとともに、自賠責保険料積立金の継
続的な繰り戻しと繰戻額の増額を求める要望書を手
渡した。要望書では、本年は財務大臣と国交大臣の
間の覚書の書き換え時期であることから、返済計画
（ロードマップ）の提示と繰戻額の明示を強く求め
た。
　一般会計からの繰り戻しは、2018年度予算にて
23.2億円、2019年度37.2億円（補正12.5億円）、2020
年度40.3億円（補正8.3億円）、2021年度47億円と、
４年連続で実現したものの、依然として約6,000億
円が繰り入れられたままになっている状況。11月22
日、「考える会」の福田座長は斉藤国交大臣に対し、
「令和４年度（2022年度）予算での５年連続となる
繰り戻しと、繰戻額の増額」、さらに「年末、大臣
間で締結する予定の合意では、少なくとも合意期間
中における繰り戻しの継続、繰戻額の目安の明示」
を要望した。陳情に対し斉藤国交大臣は「交通事故
の被害者の方やご家族の方が大変ご苦労されている
ことは承知している。各種救済事業が継続的に充実

していくよう、しっかりと頑張っていきたい」、「一
般会計からの繰り戻しは、令和４年度が2017年12月
に財務大臣との間で交わした覚書の最終年度になる
ので、繰り戻しが着実に行われるよう鈴木財務大臣
としっかり協議したい」などと応じた。
　11月25日の鈴木財務大臣との面会では、「考える
会」の事務局代表として当会議所の内山田会長が、
「令和４年度予算において、鈴木大臣に代わられて
も、５年連続で繰戻額も増額になること」、さらに「繰
り戻しに関して、中期的な目線で一刻も早く計画を
立案いただき、皆さんが安心して治療、生活できる
よう是非ともお願いしたい」と訴えた。それに対し
て鈴木大臣からは「繰り戻しについては真摯に誠実

斉藤国交大臣に要望書を手渡す「考える会」メンバー。左斉藤国交大臣に要望書を手渡す「考える会」メンバー。左
から山岡専務理事、赤間保険特別委員長、横山氏、桑山氏、から山岡専務理事、赤間保険特別委員長、横山氏、桑山氏、
斉藤国交大臣、福田座長、坂口氏、金子氏斉藤国交大臣、福田座長、坂口氏、金子氏
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に対応させていただきたい」との発言があった。
　昨年はコロナ禍の中で、リモート参加となった「全
国遷延性意識障害・家族の会」桑山雄次代表・横山
恒副代表は、今回直接面会され、両大臣に率直に交
通事故被害者の実情や思いについて、強く訴えられ
た。
■陳情に参加した「考える会」メンバー

（順不同、敬称略）
〇福田 弥夫
　　日本大学危機管理学部学部長（座長）
〇桑山 雄次

　　全国遷延性意識障害者・家族の会代表
〇横山 恒
　　全国遷延性意識障害者・家族の会副代表
〇坂口 正芳
　　日本自動車連盟（JAF）副会長
〇金子 晃浩
　　全日本自動車産業労働組合総連合会会長
〇赤間 立也
　　日本自動車会議所保険特別委員長
〇山岡 正博
　　日本自動車会議所専務理事
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斉藤国交大臣（テーブル中央）に要請する「考える会」メ斉藤国交大臣（テーブル中央）に要請する「考える会」メ
ンバー。奥左から福田座長、坂口氏、金子氏。手前左からンバー。奥左から福田座長、坂口氏、金子氏。手前左から
桑山氏、横山氏、赤間氏、山岡専務理事桑山氏、横山氏、赤間氏、山岡専務理事

鈴木財務大臣（テーブル中央）に要請する「考える会」メ鈴木財務大臣（テーブル中央）に要請する「考える会」メ
ンバー。左奥側から桑山氏、横山氏、金子氏。右奥側からンバー。左奥側から桑山氏、横山氏、金子氏。右奥側から
内山田会議所会長、坂口氏、山岡専務理事内山田会議所会長、坂口氏、山岡専務理事

額賀自動車議連会長に要望書を手渡す「考える会」メンバー。額賀自動車議連会長に要望書を手渡す「考える会」メンバー。
左から金子氏、横山氏、桑山氏、額賀会長、内山田会議所会長、左から金子氏、横山氏、桑山氏、額賀会長、内山田会議所会長、
坂口氏、山岡専務理事坂口氏、山岡専務理事

自動車総連顧問議員に要望書を手渡す「考える会」メンバー。自動車総連顧問議員に要望書を手渡す「考える会」メンバー。
左から横山氏、桑山氏、坂口氏、礒﨑哲史参議院議員、浜左から横山氏、桑山氏、坂口氏、礒﨑哲史参議院議員、浜
口誠参議院議員、山岡専務理事、金子氏口誠参議院議員、山岡専務理事、金子氏

表彰式の最後に受彰者全員と関係者が記念撮影表彰式の最後に受彰者全員と関係者が記念撮影

っていく一助にしたいと思っています。地域の自動
車業界で長く勤めておられる皆さまは、まさにこの
賞の原点です。この機会に、改めて私から皆さまに
『ありがとう』の言葉をお伝えしたいと思います」
と述べ、受彰者への感謝の気持ちを表した。
　その後、表彰状が授与され、受彰者を代表し下村
理恵さん（愛知県自動車会議所）が、「この受彰を
一つの節目として、また新たな気持ちで業務に励ん
でいきたいと思います。今年は、コロナウイルスの

本自動車会議所は11月９日、全国の自
動車会議所職員を対象とした「2020年

度全国自動車会議所永年勤続者表彰式」を、
昨年に引き続きリモートで行った。同表彰式
は３月に開催する予定だったが、新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響で延期。今回は、神
奈川、静岡、愛知、岐阜の全国４自動車会議
所をオンライン接続し、受彰者７名全員がリ
モート出席した。
　当会議所の内山田竹志会長もリモートで出席し、
「この度、当会議所は、550万人に上る自動車産業
で働く人々に『ありがとう』と感謝を伝える場を作
りたいとの気持ちから、表彰制度『クルマ・社会・
パートナーシップ大賞』を創設しました。日々の職
場、現場をベースにしながら、自動車産業・文化の
発展のため地道に活動に励まれている方々に光を当
て、表彰を通じて同じような取り組みがさらに広が

日


